
　
六
月
三
〇
日

　
朝
七
時
起
床
。
稲
光
り
と
雷
鳴
の
朝
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
東
の
窓
が
淡
い

青
を
の
ぞ
か
せ
て
美
し
い
。
南
の
窓
一
杯
に
カ
ロ
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ス
ミ
ン
が
生

い
茂
り
、
パ
ギ
ラ
の
樹
も
五
メ
ー
タ
ー
近
く
ま
で
育
っ
た
。
亜
熱
帯
だ
な
こ

の
家
の
中
は
。

　
十
時
大
学
。
レ
ク
チ
ャ
ー
準
備
。
十
時
四
〇
分
大
学
院
特
別
講
義
。
十
二

時
三
〇
分
迄
。
昼
食
後
小
休
。
十
四
時
元
研
究
室
研
修
生
藤
田
君
来
室
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
し
か
一
期
生
で
あ
っ
た
。
故
郷
に
帰
っ
て
職
に
就
く
と

い
う
。
幸
運
を
祈
る
。
も
う
彼
も
三
〇
才
く
ら
い
だ
ろ
う
が
、
仲
々
、
人
生

は
酷
薄
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
五
〇
年
く
ら
い
は
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か

ら
、
本
腰
を
入
れ
て
、
年
齢
と
対
面
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
成
功
す
る
ば

か
り
が
人
生
で
は
な
い
の
だ
。
十
五
時
博
士
課
程
カ
ナ
ダ
系
中
国
人
Ｓ
Ａ
Ｉ

君
の
小
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
く
。
三
島
由
紀
夫
に
対
す
る
関
心
を
ニ
ー
チ
ェ
、

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
系
譜
ら
し
き
も
の
、
そ
し
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
く
く
ろ
う

と
し
て
い
る
よ
う
な
の
だ
が
、
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
系
譜

と
い
う
演
題
が
大
き
過
ぎ
る
が
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
し
て
も
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
君
に
し

て
も
、
哲
学
を
正
面
切
っ
て
持
ち
出
し
て
く
る
と
こ
ろ
に
は
好
感
が
持
て
る
。

十
五
時
半
大
学
を
発
ち
、
十
六
時
半
厚
生
館
現
場
。
ア
ト
リ
エ
雲
島
倉
二
千

六
さ
ん
と
名
古
屋
デ
ザ
イ
ン
博
以
来
の
再
会
。
厚
生
館
一
階
の
天
井
、
壁
に

「
空
」
を
描
い
て
も
ら
う
事
に
な
っ
た
。
妹
尾
河
童
さ
ん
も
お
元
気
ら
し
い
。

近
藤
理
事
長
と
会
食
。
二
〇
時
頃
世
田
谷
に
戻
る
。

-322-

世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武


